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＜病棟連絡事項＞
特記事項無し

＜東病棟入院・入室状況＞
・和田　昌様～東A15→合併症室

・北向　勇治様～合併症室→東A15
＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T　30回分処方となる。

・小向　美幸様～吐き気時ナウゼリン（5）1T　7回分処方となる。嘔気持続している為本日夕食後薬からサインバルタカプセル除剤。スルピリド（50）1T　×夕　3日分処方となる。

・澤村　彬様～不穏時　レボトミン(25)1T　7回分処方となる。

・三浦　みよ子様～不穏・不眠時　リスパダール内用液（0.5）1P　5回分処方、ハップスター処方となる。

・袴田　将志様～不眠時　レボトミン(25)1T+マイスリー（5）1T　10回分処方となる。

・東野　愛様～ハップスター処方となる。

・安達　貴浩様～本日夕よりPL顆粒1ｇ/毎食後　1日分処方となる。

・中居　伊佐男様～本日夕よりPL顆粒1ｇ/毎食後　2日分処方となる。

・中村　栄作～カルコーパ配合錠Ｌ１００　5日分処方となる。


[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施。10：00より開放観察実施している。開放観察後よりホール内を歩き回り、落ち着きのなさみられている。時折、奇声を発する事もあり、常時見守り介入要している。他室侵入、他者の私物を弄る等の迷惑行為頻回にあり、20分程度で開放観察終了している。自室内では臥床している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00拘束一時解除実施。9：00身体拘束解除している。他者への直接的な迷惑行為は見られず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・澤口　利香様～9:00,11:00,13:00,15:00ロキソプロフェンNa(60)1T服薬。本人様希望にて11:00 レボトミン(50)1T与薬。聴覚の過敏性増加していると訴えているが他患者様が奇声上げている環境下でも情動不穏・衝動行為見られず経過。
	
[bookmark: _GoBack]・沼畑　宮子様～バイタルサイン異常、酸素飽和度低下、意識レベル低下無く経過。ベッド上で座位になる等多動さ見られ常時スタッフ見守り要している。点滴トラブル無く施行している。

・和田　昌様～朝食は全量摂取している。口唇不随意運動著明。声掛けへの返答は聞かれており、時折、空笑みられている。10：00体温37.2℃にてシャワー浴見送りとしている。昨日13:00より排尿なし。腹満なく、腹壁もソフト。点滴指示があること、身体管理目的にて合併症室へ移動している。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～被害妄想様言動や訴えなくスタッフ対面時穏やか。自室で落ち着いて過ごされている。早期の処遇改善、措置解除に向け支援していく。

・中山　清司様～他者の嗜好品を無断で持ち去ろうとする行為有り、介入要している。スタッフ介入時の易怒性は無いが「間違っただけ」と故意ではないと弁明している。四肢の脱力、フラツキ、抹消の痺れ等の血糖コントロール不良に伴う症状無く経過。早期の処遇改善、措置解除に向け支援していく。
